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目  的 

2019 年 6 月からがん遺伝子パネル検査（NCC オンコパネルおよび FoundationOne CDx:F1）が保険収載

され、2020 年 8 月には FoundationOne liquid CDx：F1L）が追加された。F1 および F1L はコンパニオ

ン診断機能も有するパネル検査であり、日常診療として用いられるようになっている。しかしながら、

がんゲノム医療は専門性を求められる分野であり、実施可能医療機関が定められており、診療科間・

医療機関間での診療格差が大きく、均てん化が難しい。また体細胞変異だけでなく生殖細胞変異も検

出されるため、遺伝性腫瘍を専門とした臨床遺伝専門医や認定遺伝カウンセラーとの連携も必要であ

るが、これらの人材育成もまだ不十分である。島根県内及び山陰地域におけるがんゲノム医療の推進

を目指し、島根大学医学部附属病院だけでなく、山陰両県の医療機関を対象としたがんゲノム医療研

修が必要である。 

 

① 方  法 

現地開催とオンラインを併用したハイブリッド開催にて、がんゲノム医療に関するエキスパートの先

生をお招きしてご講演頂く。可能であればワークショップ形式も検討する。 

 

② 成  果 

2023 年 2 月 10 日に慶應義塾大学医学部腫瘍センターゲノム医療ユニット 林 秀幸 先生 をお招き

し、医師・メディカルスタッフを対象として、ハイブリッド形式での講演会を開催した。林 秀幸 先

生の専門であるがんゲノム医療に関する豊富な知識を基に、がんゲノム医療の現状・将来展望につい

て貴重な講演を頂いた。講演会には、県内医療機関からの参加もあり、オンライン参加者も含め 36 名

の参加があった。また、講演会後にはゲノム医療に関する活発な質問が多数あり、講師からは有益な

回答を得られた。今後ゲノム医療を進めるうえで大変参考になり有意義な講演会となった。 

また、メディカルスタッフ対象のセミナーも開催予定であったが、講師の都合により中止となった。

その代替として、各診療科・病棟へ出前説明会の案内を行い、2部署では既に開催（計 16 名参加）し、

その他希望部署での説明会も開催予定である。 


